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台風被害  緊急生活支援金の創設 
共産党・岡山市議団 市長申入れ 
 
日本共産党岡山地区委員会(島田清委員長)と岡山市議団(藤沢和弥団長)は八日、萩原誠司
市長に対し、台風 16号被害者支援と今後の災害対策について緊急の申し入れをしました。 
申し入れ書では、岡山市を襲った台風 16号は、大潮と満潮が重なり、かつてない高潮の
被害が発生したこと。党地区委員会と市議団は、いち早く児島半島や西大寺地区を回り実

態を把握するとともに、市民の要望を聞いたところ、「こんな高潮被書は、初めてだ。原因

を明らかにし、対応すると同時に、家屋など生活支援に力をかしてほしい」との強い要望

が寄せられたとしています。 
市民の暮らしと営業を支援する立場から、①被災後の住宅改築や補修、電化製品などへの

補助、緊急生活支援金制度の創設など被災者支援制度の改善②ノリ養殖業者に対する支援、

緊急小口融資制度の創設など農業や商工業者に対する経営支援③児島半島や西大寺地区の

高潮被害の原因究明④緊急措置についての予算を九月議会に提案する―を要求しています。

応対した菱川助役は「検討したい」と答えました。
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